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人口増減と経済状況の変化 

G2 班 

宮城県仙台第三高等学校 

 

現在の日本では、少子高齢化にさいなまれ、少子高齢社会に突入している。日本のみなら

ず、様々な地域において少子化改善のための政策がなされている。そこで、我々は欧州諸

国、日本の都道府県、宮城県内の市町村ごとで、経済や政策の観点から、調査を行った。ま

た、日本の景気変動と出生率のグラフについても相関の分析を行った。 

 

１ 背景 

 現在日本の最大の問題として、少子高齢化が

あげられる。この問題は、これからの世代を担

う私たちにとって避けては通れない問題である

と我々は考えた。そこでこれを解決に導くべ

く、班員共通の興味の的であった「経済分野」、

また、何か施策する際に必要不可欠であろう資

金面、人口と同様に常時変化するものであると

いう位置付けから関連付けて探究を行った。 

 

２ 材料と方法 

 人口増減と政策について、国、都道府県、宮

城県の市町村別に探究し、それぞれ比較し、共

通点や相違点などをふまえて、少子高齢化の解

決策を考えた。また、景気変動と出生率に何ら

かの関係がないか探究した。 

 

３ 結果と考察 

まず、国ごとの比較を行った。 

◎日本(少子高齢化進行中) 

子ども子育て支援制度を一新し、子育ての考え

方の改善に取り組んでいる。また、入管法を改

正し、消費税率引き上げに伴う増収分を活用

し、「認定こども園」を設立したり保育料の援助

に充てたりした。しかしながら効果があまり見

られないため、日本の人口減少には何か他の要

因があるのではないか。 

◎フランス(少子高齢化から改善) 

第二子がいる家庭に「家族手当」を支給し第三

子以上がいる家庭は大幅に減税することで効果

が出ている。しかし、扶養する子どもが増えた

ため、母親が仕事に専念できないという新たな

問題が生まれた。日本はフランスが抱える問題

を踏まえながら解決策を探る必要がある。 

◎スウェーデン(少子高齢化から改善) 

育児休暇を取ることができる「両親保険制度」

や 2 人以上の子どもを出産する際にブランクが

短いほど優遇される「スピードプレミアム制

度」、同性カップル、事実婚のカップルに対して

も婚姻している夫婦と同様の権利や保護を保証

する「サムボ制度」を実施し、現代の多様化に

沿った政策を行っている。スウェーデンではフ

ランス以上に効果が出ているため日本は政策決

定において参考にすべきであると考えられる。 

 

次に都道府県ごととして、人口増加の著しい沖

縄県と人口減少の傾向がある秋田県を比較し

た。 

◎沖縄県(人口増) 

子供たちの病気の早期発見、早期治療を目指し

て平成 30 年から未就学児の通院・入院の窓口を

無料にする子ども医療費助成制度が行われてい

る。また、保育施設に対し補助を行ったりスク

ールカウンセラーを増員したりして子育て世代

や若者への支援に力を入れていることが分かっ

た。 

◎秋田県(人口減) 

平成 17 年から「あきたわか杉夢っ子プラン」を
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スタートさせたが、少子高齢化の進行や子育て

環境の変化から失敗に終わった。そのことを受

け平成 27 年から「秋田県子ども・子育て支援条

例」を制定し、子育てネットワークの形成や子

育てと仕事を両立させるための県内企業への働

きかけを行っている。ただ、令和元年現在、65

歳以上の高齢者の割合が 40％近くを占めてお

り、この政策にあまり予算を割くことができて

いないことも事実だ。 

※全国で人口増加が最も著しいのは東京だが、

自然増が多いわけではないため、今回は除外し

た。 

 

最後に市町村ごととして、人口増加傾向の利府

町と人口減少傾向の丸森と湯を比較した。 

◎利府町（人口増） 

・仙台市、塩釜市、松島町などの観光地の隣

接、交通網の発達による立地の優位性 

・公園、商業施設、医療施設の充実 

・先進的な子育て支援の充実 

上記の 3 つの要素から生活の優位性が垣間見え

るため、他の市町村からの移動人口が望める。

これにより人口が増加していると考えられる。 

◎丸森町 

・伝統的に第一次産業、第二次産業が盛ん 

・サービス業の他の市町村の充実 

上記の 2 つの要素から現代社会において第一次

産業、第二次産業に積極的に従事する人が少な

いこと、他の都市への移住から丸森町の人口減

少が起きていると考えられる。 

この 2 つの例から、外的要因も関わりがあるこ

とがわかる。 

また、景気変動と出生率の比較では、時間的差

異があるものの景気が上昇するほど出生率がの

びている。この時間的差異が生じるのは子供た

ちが大人になるころに労働人口が増加し、経済

が回るからである。 

これらの結果を踏まえると、少子高齢化から脱

出するためには子供に関係する施設を増設する

のみならず、フランス・スウェーデンの政策・

制度を参考にし、後に生じるであろう問題を考

慮しながら子育てしやすい環境を形成すること

が重要となる。また、サービスや事業等を行

い、経済をまわし、景気を上昇させる必要があ

ると推測した。 

 

 

＊１日本の人口変化 

 

＊２日本の景気変動 

 

＊３利府町人口変化 
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＊４丸森町人口変化 
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